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西浬一俊 : 故 ToreLEVRING教授を偲ぶ Kazutosi NISIZA WA: To the 

memory of the late Professor Tore LEVRING 

Goteborg大学海洋経i物研究所の Tore LEVRING 

教授のご逝去を知ったのは，去る 2月の中旬であった

が，実際は 1月30EIに亡くなられている。昨年遅くブ

ラジノレからの招待に応じて出かけられたが，その滞在

中のある日目舷のために卒倒して以来病気(血液病)

が悪化 したそうである。

LEVRI1叩教授 (1913.2 . 2 1~1 982. 1 .30) のご専門

は広く ，1933年の “スウェ ーデン西海岸の海藻フロラ"

の論文から始まり ，1981年 G凸teborg で彼が主催 し

た第10回国際海藻シンポジウム (ISS)の proceedings

の編集を終えるまで，笑に長い間E築学の発展のために

貢献された。主な仕事は，1世界各地(例えば Seweden，

Norwayの各地海岸， Chiliの Juan Fernandez島，

!talyの Adria海や Sicily島，Singaporeや Cele-

bes海，インド洋の Croz巴tや Kerguelen島，Aus-

tralia， Tasmaniaや NewZealandの各沿岸，Por-

tugalの Mad巴ira群島など)の海藻のフロラの研究

を含めた分類学領域であったが，一方生理生態学的な

研究もある。 例えば， 褐~~や紅藻の多くは海水"1こIに潜

入した赤色(光合成においてクロ ロフィノレの最もよく

利用する光)が利用できないので，その代りフィコビ

リンやフコキサンチンなどの初日!j色素が吸収する光を

利用しているこ とを見出した。また Fucusや Ulva

などの配偶子や接合子の細胞膜の構造を光学顕微鏡で

調べた結果，受精践は受精直後に形成され発達を始め

るこ となどを発見 した(1947)。その頃から間もなく屯

子顕微鏡が自由に駆使できるようになり，この研究も

さらに進展したが LEVRING教授がそれを魁けたと

いう点に注目 したし、。

LEVIRING教授は専門分野で卓越した研究を行った

ほかに，彼は学会活動にも貢献した。例えば，今日の

ISSの前身ともいうべき， “Studiengesellschaft zur 

Erforschung von Meeresalgen" の創設者でもあり

またその責任者の一人でもあったο この研究会の発議

で今日の “80tanicaMarina"が発刊された (1959)。

LEVRING 教授はそれ以来亡くなるまでその編集委員

長と して活践した。またこの国際誌の付録として海藻

にI却する種荷の専門主が出されているが，彼の編集に

係わるものが多L、。彼はまた，海藻の利用面にも関心

をもち，1952年には発起 1人の人として， Edingburgh 

てー行われた第 1回 ISS のOll催に関与した。以来この

海藻会議は 3年に一度然るべき国で聞かれており，

日本でも1971年夏札幌て、行われたが， 1980年秋には第

10回目の ISSが LEVRING教授を中心に開かれたこと

は前記の通りである。この意味では，この会議は彼の死

を飾った一つの行事で、もあった。 ISSの第 9回は1977

年に Santa8arbaraて聞 かれたが，その際に LEVRI叩I口附N、守J

教授主(催催の “Mar吋ine algae 凶n pharmase叩ntica剖l 

sci e nce" のq司令 ~ Ij部会がもたれ， 現在その proce巴din gs

も出さhている。

私が LEVRING 教授と知り合ったのは，札幌 ISS

大会の11寺であったが，その後私自身 Goteborg の彼

の家を訪ね色々 とおI.!t話にな ったり，また彼が日本を

2度目に訪れた折， I時間切先生と共に鎌倉江島付近を

案内して一日遊んだこともあり，また ISSの都度会っ

て 80tanicaMarinaの編集上の打合わせなどをした。

これらの機会を通 じて常に感じ たこ とであるが，

LEVRING 教授は笑に/，'ffi.厚かつ気さくな人柄であった。

この点が多くの彼の知人に好感を持たれた原因のよう

な気もする。夫人との聞には P巴ter君 と娘の Autha・

mayou さんがし、るが，学会などの度びに彼と会った

時は何処でも，夫人や主に Pet巴r君な どと一緒で，

非72・に家庭的な学者でもあった。

次回(第11回)の ISSは1983年 6月中国の青島で行

われる ことになっているので，その時はまたLEVRING

教授のかの温顔に接することができるものとばかり思

っていた筆者にと って，彼の突然、の死は悼んでも余り

ある ものがある。 ことに護しんで御霊の安かならんこ

とをお祈 り申 し上げる。 (東京教育大学名誉教授)




